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「仙島より製鋼所をのぞむ」
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特集
報告

山上哲也会長挨拶 “会員全員で健全にささえて発展を”

11月８日（水）周南製鋼所体育館に、OB会員280名（県外からの出席者14名）、周南製鋼所幹部、

労働組合役員が一同に会し第34回OB会総会が盛大に開催されました。物故者への黙祷、会長挨拶、

来賓祝辞、会社・労働組合役員紹介につづき第１号から第８号議案が満場一致で承認され、米寿

を迎えられた方々への記念品贈呈が行われました。新旧役員・幹事の紹介の後、茨城より毎年参

加される栗原健郎さんによる乾杯の音頭で懇親会へとなりました。約２時間、楽しく旧交を温め

た懇親会も瞬く間に過ぎ、千葉より参加の岡村昭さんの万歳三唱で閉会となりました。

総会スローガン　―元気で再会、楽しい総会　笑顔の輪！―

第34回OB会総会開催される

　ご安全に！本日、第34回周南OB会総会を開催するにあたり、早川所長、新村委員長をはじめ日新製鋼 並び
に労働組合の幹部の方々には、ご多忙中のところご臨席を賜り、誠にありがとうございます。さて、会員の皆様
『元気で再会・楽しい総会・笑顔の輪』のスローガンのもと、このように大勢の参加を頂き有難うございます。
今年も東京、千葉、茨城など、遠く関東地区の会員の方々も多数ご出席いただいております。この様に多くの会
員のみなさんが、夫々の熱い思いでOB会に向き合って頂き、お陰で周南OB会の諸活動が元気に展開できたと思っ
ております。
　さて、会報“オールドボーイ”40号に掲載しましたように、OB会は会員数の減少と高齢化によって一般会計
の悪化が懸念されます。定年退職者が少ない中、新規入会者の増加は期待できません。一般会計は皆さんの年会
費で運営しており、会員数が減ることは収入が減ることです。現在会則で、米寿を迎えられた方はそれ以降の年
会費を頂いておりません。対象者は現在50名程度ですが、数年後には周南製鋼所立ち上げ、増強時にご苦労さ
れた方たちが大勢この仲間に入って来られ、会員減とダブルパンチで年会費収入が減ることになります。継続し
てOB会を健全に運営していく方策についていろいろ検討を重ねた結果、会員全員で会を支えていくべきという
結論に達しました。長い間、会の運営を支えてきて頂いている会費免除会員の方々には誠に申し訳ありませんが、
会費免除制度を廃止したいと考えており、後ほど提案させて頂きますのでご理解のほど、よろしくお願いいたし
ます。会員数は減っても、皆さんがいつまでもお元気で、スローガンのように『元気で再会・楽しい総会・笑顔
の輪』の総会が大勢の出席者の下で続いていくことを願っております。
　最後になりましたが、今日の総会開催に当たり日新製鋼および労働組合よりご支援を賜ると共に、会場その他
の諸準備にご尽力を頂いた人事チームや新和企業、栄食メディックスならびに、ＯＢ会役員の皆様に改めてお礼
申し上げます。有り難うございました。

物故者へ黙祷 加藤事務局長の総会進行 部署別の席へ入場 徳山からのシャトルバスで到着
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大きな節目の年を現役一同不撓不屈で頑張りたい

更なる組識強化の発展に向けて！

早川淳也 周南製鋼所所長ご祝辞

　ご安全に。第34回OB会総会が盛大に開催されますことに、心より
お慶び申し上げます。本年４月、周南製鋼所長を６年ぶりに再び拝命
致しました。本日ご出席者のOB各位のお元気な姿を拝見し、心より嬉
しく思います。会社の近況ですが、昨年度のステンレス事業に関しま
しては、他社が収益をあげる中で水面下に沈んでしまい、周南製鋼所
に対する厳しい評価もありました。しかし全所一丸となって懸命に頑張っ
てきた結果、何とか収益を回復させてきましたが、実力ベースでの収
益向上に向け更に頑張らなければと自覚しております。平成２４年度か

らの２４号連結中期経営計画に基づき、周南製鋼所への多額の投資を進めて参りました。当該計画は投資額の大半をステンレス
事業に投下したものであり、私は当時普通鋼事業に携わっていたことから、羨ましい限りでした。また、日本金属工業㈱との
経営統合を実現し、ステンレス製造の上工程の統合を推進致しました。製鋼規模拡大を企図した大規模な設備改造、或いは新
設を実施致しましたが、立ち上げ当初は苦労の連続となりました。しかしながら、ここに来て本領・力を発揮しつつあり、直
近では順調に生産計画を達成の上、マーケットへ供給しております。もうひとつの大きな変化としては、本年３月に正式に新
日鐵住金グループの一員となったことであり、非常に大きな変化点を迎えることとなりました。右肩上がりが期待出来ない世
の中の流れの大きな変化であり、それぞれの企業が一層強くなるために大きなシナジーを求める流れとなっていると言えます。
当製鋼所においても、すぐ隣の光市には新日鐵住金ステンレス㈱が所在しており、両方を併せると日本一の生産規模となります。
　現在、荒波の中を我々現役は一生懸命頑張っております。「明るく」「元気に」、
そして工場は「キレイに」という号令を掛けて事業所を運営しています。明
るい話題と致しまして、新聞やテレビでも報道されましたが、「コンシェルジェ
周南レディ」を結成し、お客様を女性のみで工場案内するという珍しい取り
組みを始めました。周南製鋼所の女性は非常に元気で、男性にももっと元気
を出す様に言っているところです。また、来年は周南製鋼所は60周年の節目
の年であり、奈切での徳山鐵板による操業開始からは100周年となります。
また明治維新150周年でもあり、周南製鋼所にとっても国・県にとっても非
常に大きな節目の年となります。この記念すべき年を良い状態で迎えるべく、
現役一同必死で頑張る所存です。OB会各位におかれましては、大所高所から
ご指導ご鞭撻を賜りますよう何卒宜しくお願い致します。最後に、OB会の更
なる発展と会員各位のますますのご健勝を心より祈念する次第です。

新村 一男　労働組合周南支部委員長ご祝辞

再会を約束して帰途へ 岡村昭さんによるお開きの万歳三唱 栗原健郎さんの乾杯で懇親会へ 第17期新役員幹事紹介

　日新製鋼周南OB会の皆様方には、ご健勝でご精励のことと存じます。 
常日頃から労働組合の諸活動に対しまして、絶大なるご理解・ご協力、
更にはご支援を頂いていますことに、心から感謝申し上げます。OB会
の会員の皆様におかれましては、それぞれの地域でボランティアをは
じめとする社会福祉貢献活動にも、ご尽力頂いていると伺っております。
我々現役としても、誇りに思うところでありますし、引き続き、大変
な活動とは思いますが社会貢献活動にご尽力頂ければ幸いに思います。  

日新製鋼株式会社は、本年３月13日をもって正式に「新日鐵住金グループの一員」となったことを踏まえ、日新製鋼労働組合
としても、日新製鋼グループで働く勤労者の雇用の確保、更には経済的、社会的地位の維持向上を図るために、「新日鐵住金グ
ループ労働組合総連合会」に、本年9月に加盟・仲間入りを果たしました。新日鐵住金グループの一員として、シナジーを最大
限に創出するためには、経営諸施策を着実に実行し、様々なリスク要因の影響を少しでも軽減させ、労使一丸となって、持続
的成長を目指さなければなりません。労働組合としては、企業収益の基盤強化こそが、日新製鋼グループで働く仲間の「生活
の安心・安定」に繋がるとの観点に立ち、経営に対するチェック機能を最大限に発揮しながら、諸課題に対し、最善の方策を
導き出して参りたいと思っていますので、引き続き、皆様方のご指導・ご鞭撻をお願い申し上げます。
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顧　問

林　秀雄
（総務全般）

会　長

田中尚一 (新任 )

（事務局統括）

事務局長

加藤　栄

副会長

（会長代行・
　会報総括）

渡邉　勲 (新任 )

副会長

（趣味グループ総括）
林　浩一 (新任 )

アウトドア

柳谷英治 藤井暢子

吉木正實
(新任 )

会　報

熊﨑範男事務局次長

（事務局長補佐）
長嶺平治 (新任 )

総　務

藤村睦美

会　計

西田恭滋

会計監査

原田征勝 有富敏洋

囲　碁

落合市郎

釣　り

徳原雅士國本恒保

短　歌

山本靖彦

将　棋

久保富彦
（新任）

磯崎卓司

写　真

山崎浩二
（新任）

田村賢三（新任）

菜　園

福田勤 吉光啓輔 山本裕彦（新任）

カラオケ

原田亮 浅田幸雄

ゴルフ

高光修司河野龍秀

陶　芸

岩山要治 河嶋龍彦
（新任）

趣味グループ幹事

　山上会長の後を受けて、会長に
選任されました田中尚一です。OB
会は会員数の減少、高齢化が進ん
でいます。この変化は注目してい
く必要があると思います。会員の
皆さんは、日新製鋼で働いた仲間
であり、そこには絆があり、お互
いの親睦に繋がっています。これ
を更に深める為にOB会ではいろい
ろな行事、活動を計画、実行して
います。老後を楽しんでもらえる
内容になるよう努力していくつも
りです。それを推進しているのが、
役員、幹事の皆さんです。OB会へ
の提案、要望、意見がありましたら、
この方達に話をしてください。会
員の皆さんに期待される会になる
ことを願って挨拶に代えさせて戴
きます。

田中会長挨拶

第 17 期
役員紹介
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○月例会　第３水曜日　９時30分～15時
但し、３月は21日が春分の日のため28日の第４水
曜日とし、８月は15日が終戦記念日と重なるため
22日の第４水曜日とする。

○場所　日新製鋼厚生会館和室　但し、１月、７月は            
　　　　岐山倶楽部で例会および懇親会を行う。
○会費　千円（昼食代ほか）但し、１月、７月は別途
　　　　連絡する。
○対局方法　段級位ハンディ戦
　担当幹事　落合 市郎 ℡0834-31-3125

○例会　３月、5月、７月、９月、12月、１月
　　　　奇数月第２水曜日　17時～20時
　　　　（11月は総会のため12月に変更）
○場所　「クレソンハウス」（周南市橋本町１の53）
○会費　男性3,500円　女性2,500円
　　　　（カラオケ、飲食代ほか）
　担当幹事  原田 　亮 ℡0834-63-5200
 　      　 　浅田 幸雄 ℡0834-63-1714

○例会　毎月第２火曜日　９時30分～
○場所　日新製鋼岐山倶楽部
　担当幹事  山本 靖彦 ℡0834-88-1990

○OB会ゴルフコンペ日程
　第178回　 ３月29日（木）　　徳山国際CC
　第179回　 ４月26日（木）　　周防CC
　第180回　 ５月24日（木）　　中須GC
　第181回　 ７月24日（火）　　徳山国際CC
　第182回　 ９月27日（木）　　周防CC
　第183回　11月22日（木） 　  中須GC
　担当幹事　河野 龍秀　℡090-8967-7977
　　　　　　高光 修司　℡0834-68-4018

○例会 １月、３月、７月、９月の第４水曜日
○グループ別リーグ戦　５月、11月の第４水曜日
　いずれの予定日も祭日と重なった場合は、翌週の
　水曜日とする。
○時間   ９時15分～14時頃まで
○場所　日新製鋼岐山倶楽部
○参加費　例会　昼食代実費
　　　　　リーグ戦　　賞品代1000円＋昼食代 
○申し込み要領　
　例会：練習将棋であり特に案内はいたしません。自
　由参加で当日誰とでも対戦できます。初参加希望者
　は幹事に電話下さい。詳細案内をいたします。
　リーグ戦：往復はがきで案内しますので返信下さい。
　初参加の方も幹事まで連絡下さい。先ずＣグループ
　でオープン参加していただきます。
　担当幹事　磯崎 卓司 ℡0834-28-6932
　　　　　　久保 富彦 ℡0834-88-1880

囲　

碁

カ
ラ
オ
ケ

短　

歌

ゴ
ル
フ

将　

棋

平成30年趣味グループ活動計画

○春季の部（４月中旬）
　～秋吉台を歩く～　草焼きの黒ずんだ大地と新緑の
　　　　　　　　　　草原を約７ｋｍ歩きます。
○秋季の部（10月中旬）
　～角島を歩く～
　担当幹事　柳谷 英治 ℡0834-22-2753
　　　　　　藤井 暢子 ℡0834-29-0704

ア
ウ
ト
ド
ア

○例会　毎月土、日曜日　13時～（３～４回/人・月）
○場所　陶房「春」(周南市戸田3231)
○会費　３千円/月(用具・粘土を含む、専門家の
　　　　指導あり)
○募集　初めての方、大いに歓迎します。
　担当幹事　岩山 要治　℡0834-63-6806
　　　　　　河嶋 龍彦　℡0835-22-6861

陶　

芸

○釣り大会　６月上旬　鯵釣り
　　　　　　９月下旬　鯵釣り
○集合場所　肌合わせ漁港
　　　　　　釣り場、参加費等、別途連絡
○募集人員　20名程度
　担当幹事　国本 恒保　℡0834-63-4831
　　　　　　徳原 雅士　℡0834-63-6429

釣　

り

○３月　無し
○４月　里芋種植え付け、空豆先止め、落花生の
　　　　種まき
○５月　空豆の収穫、落花生の畝作り、苗の植え付け
○６月　薩摩芋の 畝作りと苗植え付け、里芋の草取り、
　　　　土寄せ
○７月　落花生の土寄せ、草取り
○８月　薩摩芋の草取り、つる返し
○９月　大根とカブ種まき、草取り、土寄せ
○10月　落花生の収穫、カブの間引き
○11月   薩摩芋と里芋収穫、大根とカブの収穫
◯1２月　空豆の畝作り、種まき、大根とカブの収穫
　担当幹事　福田 　勤　℡0834-21-9366
　　　　　　吉光 啓輔　℡0834-62-0793
　　　　　　山本 裕彦   ℡0834-28-4120

菜　

園

OB会の３本の柱の1つ、「趣味グループ活動」
を今年も推進します。サクセスフル・エイジン
グ（幸せな老後を実感しながら歳を重ねること）
をめざして参加してみましょう。

申し込みは事務局へ
電話/FAX　0834-63-1128

メール nisshin-ob@poppy.ne.jp
（事務局在席 月・水・金　10時～14時）

7



①
「
両
手
を
頭
上
に
上
げ
る
こ
と
は
、

一
日
に
何
回
あ
り
ま
す
か
？
」

　

日
常
生
活
で
身
体
を
動
か
し
て
い
ま

す
が
、
両
腕
を
頭
上
に
上
げ
る
動
作
は

ほ
と
ん
ど
の
人
が
な
い
と
答
え
る
か
と

思
い
ま
す
。
試
し
に
両
腕
を
で
き
る
だ

け
上
に
伸
ば
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
両
腕

の
重
さ
は
、
体
重
の
八
分
の
一
の
た
め

体
重
が
六
十
四
㎏
の
場
合
、
両
腕
で
八

㎏
に
な
り
ま
す
。
上
げ
て
も
す
ぐ
に
降

ろ
し
た
く
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
も
う
一
度
、
両
手
を
で
き
る
だ

け
高
く
上
げ
、
天
井
を
見
る
よ
う
に
し

て
、
あ
ご
を
上
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
両

手
を
ゆ
っ
く
り
降
ろ
し
ま
し
ょ
う
。

　

呼
吸
が
楽
に
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
こ
の
動
作
は
深
呼

吸
で
す
。あ
ご
を
上
げ
る
と
気
道
が
ま
っ

す
ぐ
に
な
り
、
肺
に
空
気
が
入
り
や
す

く
な
り
ま
す
。

②
良
い
姿
勢
が
呼
吸
を
助
け
る

　

右
手
を
上
げ
、
左
手
で
右
の
肋
骨
に

触
れ
て
み
ま
し
ょ
う
。
右
手
を
上
下
に

ゆ
っ
く
り
動
か
す
と
肋
骨
が
動
く
の
が

分
か
り
ま
す
か
。
肋
骨
と
肋
骨
の
間
に

は
肋
間
筋
と
い
う
薄
い
筋
肉
が
あ
り
ま

す
。
肋
間
神
経
痛
は
知
っ
て
い
て
も
、

肋
間
筋
は
案
外
知
ら
な
い
人
が
多
い
と

思
い
ま
す
。
こ
の
肋
間
筋
は
呼
吸
す
る

と
き
の
重
要
な
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

　

背
中
を
丸
く
し
、
う
つ
む
い
た
ま
ま

呼
吸
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
胸
郭
が
広

が
ら
な
い
の
で
肺
に
少
し
し
か
空
気
が

入
り
ま
せ
ん
。
両
手
を
上
げ
る
と
、
肋

間
筋
は
胸
郭
を
広
げ
、
肺
に
た
く
さ
ん

の
空
気
が
入
り
ま
す
。
姿
勢
が
悪
い
と

肋
間
筋
は
次
第
に
弾
力
性
を
失
い
、
硬

く
な
っ
て
胸
郭
が
広
が
ら
な
く
な
り
、

浅
い
呼
吸
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

ま
た
、
胸
と
お
腹
の
間
に
放
射
線
状

に
広
が
っ
て
い
る
の
が
横
隔
膜
で
す
。

横
隔
膜
の
収
縮
に
よ
っ
て
中
心
部
が
下

が
る
と
、
胸
郭
が
広
が
っ
て
肺
に
空
気

が
入
っ
て
き
ま
す
。
深
呼
吸
時
の
横
隔

膜
は
五
～
七
㎝
も
上
下
動
を
し
ま
す
。

　

肺
は
、
自
力
で
呼
吸
運
動
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
普
段
何
気
な
く
し
て

い
る
呼
吸
は
、
肋
間
筋
や
横
隔
膜
の
動

き
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
背
伸
び
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　

深
呼
吸
・
呼
吸
筋
の
柔
軟
体
操
と
し

て
お
薦
め
な
の
が
、
タ
オ
ル
を
使
っ
た

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
で
す
。
年
を
と
る
と

自
然
に
関
節
の
可
動
域
が
小
さ
く
な
り
、

無
理
を
す
る
と
痛
め
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
タ
オ
ル
は
ち
ょ
う
ど
ク
ッ
シ
ョ
ン

の
役
割
を
し
て
く
れ
ま
す
。

　

あ
る
行
動
を
習
慣
化
す
る
に
は
、
す

で
に
習
慣
に
な
っ
て
い
る
行
動
と
組
み

合
わ
せ
る
と
効
果
的
で
す
。
歯
磨
き
を

す
る
と
き
タ
オ
ル
を
使
い
ま
す
ね
。「
歯

磨
き
→
タ
オ
ル
を
使
う
→
タ
オ
ル
を

使
っ
て
背
伸
び
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＋

深
呼
吸
」
と
い
う
行
動
パ
タ
ー
ン
が
で

き
る
と
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

朝
起
き
た
時
、
歯
磨
き
を
す
る
時
、

テ
レ
ビ
を
見
終
わ
っ
た
時
な
ど
、ち
ょ
っ

と
し
た
時
に
、
両
手
を
上
げ
て
深
呼
吸

を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

（
お
茶
の
時
間
）
を
と
る
よ
う
に
一
日

三
回
程
度
、
深
呼
吸
を
し
て
み
ま
せ
ん

か
？

康
健

ズ
ー
リ
シ周

南
製
綱
所

総
務
部　

人
事
チ
ー
ム

ト
レ
ー
ナ
ー　

古
谷　

真
弓

深
呼
吸
を
し
よ
う
!!

背中をまるめていると呼吸筋は弱っていく
深呼吸は呼吸筋の運動

①背伸びのストレッチ

タオルを使ったストレッチ体操

②体側のストレッチ
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●
櫛
ケ
浜
で
奥
さ
ん
と
二
人
暮

ら
し
の
と
こ
ろ
を
訪
問
し
た
。

体
調
は
悪
い
と
こ
ろ
は
特
に
無

く
い
た
っ
て
お
元
気
。
毎
朝
1

時
間
ほ
ど
小
踏
か
ら
奈
切
方
面

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
両
眼
を
白

内
障
手
術
を
し
た
お
か
げ
で
今

年
3
月
に
免
許
更
新
で
き
た
。

90
才
ま
で
運
転
で
き
る
が
遠
乗

り
は
し
な
い
。
●
食
べ
る
こ
と

が
精
一
杯
の
時
代
に
、
職
種
は

選
べ
ず
奈
切
工
場
に
圧
延
工
と

し
て
入
社
。
粗
と
仕
上
圧
延
は

手
作
業
が
ほ
と
ん
ど
で
、
塩
や

梅
干
を
舐
め
な
が
ら
や
っ
た
。

3
年
後
に
南
陽
工
場
で
起
重
機

の
免
許
を
取
り
、
定
年
ま
で
製

鋼
ク
レ
ー
ン
に
携
わ
っ
た
。
当

時
の
ク
レ
ー
ン
班
で
残
っ
て
い

る
の
は
私
だ
け
と
の
こ
と
。
●

無
趣
味
だ
が
、60
代
ま
で
ツ
ア
ー

で
日
本
中
を
旅
行
。
今
は
気
力

も
衰
え
小
用
も
近
く
な
っ
た
の

で
行
か
な
い
。
Ｏ
Ｂ
会
に
も
行

き
た
い
が
そ
の
た
め
遠
慮
し
て

い
る
。
食
べ
物
の
好
き
嫌
い
は

な
く
、
晩
酌
の
焼
酎
一
合
が
唯

一
の
楽
し
み
で
欠
か
せ
な
い
。

好
き
な
番
組
は
ニ
ュ
ー
ス
。
マ

ス
コ
ミ
は
騒
ぎ
す
ぎ
。
●
後
輩

に
は
、
平
和
ボ
ケ
に
な
っ
て
い

る
感
が
す
る
が
、
戦
中
戦
後
の

地
獄
み
た
い
な
生
活
を
体
験
し

た
者
と
し
て
戦
争
は
絶
対
い
け

な
い
。

●
色
々
病
気
も
す
る
け
ど
、
そ

れ
を
乗
り
切
り
今
は
元
気
で
頑

張
っ
て
い
る
。
好
き
な
も
の
は

ラ
ー
メ
ン
や
ビ
ー
ル
な
ど
。
●

ひ
孫
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。
好
き
な
テ
レ
ビ
番
組
は

水
戸
黄
門
。
日
曜
大
工
も
し
て

い
る
。
●
戦
時
中
、
奈
切
の
鉄

板
会
社
に
入
社
。
三
交
代
で
大

変
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
南
陽
工

場
の
動
力
課
で
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
●
将
来
へ
の
希
望
は
、

家
族
旅
行
が
し
た
い
。

●
大
腸
癌
手
術
か
ら
５
年
が
経

過
し
ま
し
た
。
現
在
は
高
血
圧
、

糖
尿
病
の
薬
を
服
用
し
病
院
通

い
の
日
々
で
す
。
畑
で
の
野
菜

作
り
、
週
に
２
回
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
に
通
い
脳
ト
レ
、
体
操
な
ど

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
●
妻
が
入

院
中
の
為
、
娘
と
二
人
暮
ら
し

で
す
。
広
島
に
住
ん
で
い
る
長

女
が
週
に
一
度
様
子
を
見
に
来

て
く
れ
ま
す
。
●
昭
和
38
年
に

周
南
製
鋼
所
に
入
社
。
コ
イ
ル

と
コ
イ
ル
の
接
続
作
業
が
至
難

の
業
で
し
た
。
工
場
に
昭
和
天

皇
を
お
迎
え
し
た
こ
と
が
思
い

出
深
い
で
す
。
●
趣
味
の
盆
栽
、

テ
レ
ビ
で
の
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

（
野
球
、
相
撲
）
が
楽
し
め
る

よ
う
、
健
康
に
留
意
し
日
々
穏

や
か
に
生
活
し
て
い
き
た
い
で

す
。

●
毎
夜
時
計
の
針
が
２２
時
に
な

る
と
テ
レ
ビ
の
ス
イ
ッ
チ
を
切

り
寝
る
こ
と
と
決
め
て
い
る
。

家
内
が
食
道
癌
で
死
亡
し
た
の

で
従
兄
弟
の
杉
山
内
科
に
通
院

し
て
い
る
。
●
防
風
林
と
し
て

樫
木
（
ど
ん
ぐ
り
の
木
１
０
０

本
）
の
剪
定
に
忙
し
い
日
々
が

続
い
て
い
る
。
そ
の
他
い
ぶ
き

５
本
、
松
３
本
、
モ
チ
ノ
木
、

さ
つ
き
13
本
、
梅
の
木
３
本
、

さ
ざ
ん
か
５
本
、
青
木
４5
本
。

な
ん
と
忙
し
い
！
●
仕
事
の
想

い
出
は
、
退
職
し
て
ス
ー
パ
ー

丸
久
の
夜
間
店
長
と
し
て
15
年

勤
め
た
こ
と
で
す
。
75
歳
で
退

職
（
県
道
拡
幅
の
た
め
閉
店
に

よ
り
）。
●
こ
の
歳
に
な
っ
て

希
望
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

近
所
の
老
人
会
に
入
会
。
水
曜

日
、
土
曜
日
と
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

で
体
を
動
か
し
て
い
ま
す
。
●

あ
ま
り
く
よ
く
よ
し
な
い
こ
と
。

体
を
動
か
す
こ
と
。
食
事
は
よ

く
噛
む
こ
と
。
新
聞
や
本
を
よ

く
読
む
こ
と
で
す
。

いきいき米寿いんたびゅーいきいき米寿いんたびゅー

●
頑
張
ら
ず
静
か
に
爽
や
か
に
、

日
々
を
新
し
く
感
じ
、 

奢
る
で
も

な
く
ケ
チ
す
る
わ
け
で
も
な
く
、 

余
ら
ず
足
ら
ず
、  

瓢
々
と
暮
ら
し

て
い
ま
す
。
●
家
族
は
妻
と
三
男

夫
婦
と
孫
（
小
１
女
子
）
と
５
人

暮
ら
し
。
昼
間
は
年
寄
り
二
人
で

す
が
タ
方
は
み
ん
な
で
賑
や
か
な

夕
食
。 

晩
酌
が
進
み
、 

昼
間
の
出

来
事
を
話
し
、 

み
ん
な
大
好
き
な

テ
レ
ビ
の
ク
イ
ズ
番
組
で 

あ
れ
こ

れ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
・
・
こ
の
時
間
が
一

番
充
実
し
た
ひ
と
時
か
な
？ 

●
昭

和
天
皇
が
お
い
で
に
な
っ
た
こ
と
。 

シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
っ
た
熱
延

工
場
の
閉
鎖
も
想
い
出
で
す
。
今

の
発
展
の
陰
に
は
厳
し
い
時
代
も

あ
り
、
汚
れ
た
軍
手
は
洗
濯
し
て

使
い
、
破
れ
た
も
の
は
倉
庫
で
交

換
し
て
も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
●

米
寿
の
お
祝
い
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
白
寿
ま
で
行
か
な
く
て
も
、

長
く
健
康
で
過
ご
し
た
い
も
の
で

す
。
● 

私
た
ち
の
時
代
と
は
発
想

力
や
行
動
力
、
表
現
力
な
ど
総
て

が
大
き
く
飛
躍
し
て
深
く
感
銘
し

て
居
り
ま
す
が
、
時
に
は
立
ち
止

ま
っ
て
足
元
を
確
か
め
て
、
さ
ら

に
大
い
な
る
前
進
を
。 

ご
安
全
に
。

周南市櫛ケ浜　元製鋼課

浅田輝男さん

周南市栗屋　元動力課

兼重数雄さん

岩国市玖珂町　元精整課

岸村高明さん

防府市台道　元材料課

原田茂夫さん

周南市中須　元電気計装技術課

藤井　勝さん
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左
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
、
近
況
を
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。

①　

健
康
状
態
は
い
か
が
で
す
か
？

　
　

日
々
、健
康
維
持
に
気
を
つ
け
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

②　

日
々
、
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
何
で
す
か
。

③　

Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

④　

自
由
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
お
書
き
下
さ
い
。

①
現
役

当
時
は

無
病
息

災
で
終

り
、
近

年
ま
で

ピ
ン
ピ

ン
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
幸
せ
者
で
し
た
。

周
南
Ｏ
Ｂ
会
長
者
番
付
の
幕
下
に
無
病
の

う
ち
に
顔
を
出
せ
る
ぞ
と
、
食
事
・
晩
酌

の
中
味
も
変
え
ず
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た

が
、
加
齢
と
と
も
に
運
動
量
が
減
り
徒
歩

力
が
落
ち
て
外
出
が
苦
手
に
な
り
ま
し
た
。 

医
者
か
ら
は
一
日
５
千
歩
の
励
行
を
厳
し

く
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。
半
世
紀
続
け
た

ゴ
ル
フ
も
手
放
し
、
ま
だ
ま
だ
行
っ
て
み

た
い
海
外
の
都
市
も
あ
る
の
で
す
が
残
念

で
す
。
と
は
い
え
、
55
キ
ロ
の
体
重
は
維

持
で
き
て
い
て
、「
生
涯
青
春
！
」
と
高
々

掲
げ
た
目
標
は
忘
れ
な
い
で
い
ま
す
。

 

②
少
々
前
の
話
し
で
す
が
、
元
気
な
う
ち

に
と
の
思
い
で
本
社
・
周
南
の
友
人
夫
妻
、

近
所
の
ご
夫
妻
等
と
共
に
十
指
を
超
え
る

海
外
ツ
ア
ー
に
出
掛
け
ま
し
た
。
今
は
、

か
つ
て
魅
了
さ
れ
た
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

風
景
、
エ
ジ
プ
ト
の

建
造
物
、
雄
大
な
北

米
の
自
然
等
を
、
テ

レ
ビ
の
き
れ
い
な
映

像
を
観
な
が
ら
、
当

時
の
元
気
を
思
い
出

し
て
い
ま
す
。
い
つ

と
も
知
れ
ず
蒐
集

し
た
骨
董
・
ア
ン

テ
ィ
ー
ク
、
飾
り
棚

の
中
の
並
べ
替
え
、
写
真
の
整
埋
な
ど
で

新
た
な
美
の
発
見
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

Ｏ
Ｂ
・
同
期
生
仲
間
と
の
昼
食
会
の
お

世
話
も
し
て
い
ま
す
。
病
気
と
健
康
が
い

つ
も
話
題
の
中
心
で
、
話
し
足
り
な
い
気

分
で
の
解
散
後
、
二
次
会
会
場
の
お
世
話

ま
で
気
配
り
は
更
に
続
き
ま
す
。
遠
出
す

る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
孫
た

ち
の
部
活

に
、
老
々

が
泊
り
が

け
で
の
お

付
き
合
い

も
楽
し
み

の
一
つ
で

す
。
片
手

入
力
で
の

パ
ソ
コ
ン

①
約
11
年
前
に
突
然
右
手
が
麻
痺
し
頚
椎

を
手
術
し
、
５
年
前
に
は
膀
胱
癌
を
手
術

し
ま
し
た
が
、
現
在
は
再
発
も
な
く
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

②
指
の
リ
ハ
ビ
リ
が
で
き
れ
ば
と
思
い
、

向
道
湖
ふ
る
さ
と
芸
術
村
の
竹
細
工
グ

ル
ー
プ
に
入
会
し
、
ざ
る
や
籠
作
り
に
励

ん
で
い
ま
す
。
昔
か
ら
の
趣
味
で
あ
る
魚

釣
り
も
一
年
中
、
四
季
の
魚
を
追
っ
て
楽

し
ん
で
い
ま
す
。
早
期
退
職
後
、
周
南
へ

帰
り
運
送
業
に
再
就
職
し
ま
し
た
。
非
常

勤
な
の
で
気
楽
で
す
。
関
連
の
山
口
県
ト

ラ
ッ
ク
協
会
も
世
話
を
し
て
お
り
、
年
に

数
回
は
東
京
他
各
地
の
会
合
へ
出
張
を
し

て
い
ま
す
。

③
向
道
湖
ふ
る
さ
と
芸
術
村
に
は
３
名
の

Ｏ
Ｂ
が
お
ら
れ
る
の
を
始
め
、
お
寺
や
古

市
港
自
治
会
な
ど
色
ん
な
所
で
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
大
変
心
強
い

限
り
で
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
が
入
る
と
い
つ

も
「
気
を
つ
け
ー
よ
」「
い
つ
ま
で
も
元

気
で
や
ろ
う
で
」
と
親
睦
を
深
め
て
い
ま

す
。

�
大
川
寿
太
郎

 

東
京
都
世
田
谷
区　

昭
和
9
年
生　

元
経
理
部

「
生
涯
青
春
！
」
を
目
標
に
楽
し
く

は
毎
日
の
楽
し
み
。

メ
ー
ル
仲
間
と
の

交
信
は
嬉
し
い
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
開
く
と
思
い
が

け
な
い
場
面
に
出

会
え
て
思
わ
ず

二
ッ
コ
リ
。

③
日
新
周
南
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
さ
ん
、
趣
味
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
悠
々
と
楽
し
む
こ
と
の

で
き
る
環
境
に
感
謝
し
な
が
ら
、
大
い
に

健
康
寿
命
を
伸
ば
さ
れ
ま
す
よ
う
祈
っ
て

い
ま
す
。

④
昭
和
51
年
４２
歳
で
、
東
京
に
転
勤
。
社

宅
か
ら
の
通
勤
に
は
１
時
問
超
え
と
環
境

が
一
変
。
そ
の
後
、
周
南
で
の
通
勤
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
周
南
へ
の

出
張
で
は
「
特
急
寝
台
あ
さ
か
ぜ
」
の
楽

し
い
時
間
が
満
喫
で
き
今
で
も
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。
最
近
、
嬉
し
か
っ
た

初
め
て
の
体
験
は
、
２
年
前
の
暮
れ
、
長

女
家
族
に
沖
縄
旅
行
に
誘
わ
れ
、
み
ぞ
れ

混
じ
り
だ
っ
た
羽
田
を
忘
れ
、
２0
度
を
超

え
る
陽
気
に
大
い
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。      

ウィーン　シェーンブルン宮殿にて

趣味のアンティーク

ピラミッド前の4家族
（本人・前列中央）

2015.12 錦帯橋にて

�

高
橋　

利
裕

 

周
南
市
古
市　

昭
和
２２
年
生

 

元
市
川
製
造
所
総
務
課

病
に
打
ち
勝
ち
充
実
の
毎
日
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②
平
成
19
年
か
ら
経
営
体
育
成
基
盤
整
備

事
業
を
行
い
、
合
わ
せ
て
個
別
経
営
、
電

農
機
具
の
過
剰
投
資
か
ら
の
脱
却
及
び
効

率
的
な
永
続
性
の
あ
る
農
業
を
目
指
し
て
、

同
年
3
月
に
農
事
組
合
法
人「
上
が
り
熊
」

を
設
立
し
、
経
営
作
物
は
水
稲
1２
・
５

ha
、
小
麦
1４
　 

ha
を
中
心
に
玉
ね
ぎ
１
ha
、

そ
ば
0.1
　

ha 

を
栽
培
し
、
現
在
13
名
の
理

事
で
経
営
し
て
お
り
ま
す
。
な
か
で
も
平

成
２４
年
に
建
立
し
た
設
立
記
念
碑
に
つ
い

て
は
特
別
な
思
い
が
あ
り
ま
す
。
私
は
今

年
78
歳
と
な
る
た
め
、
代
表
理
事
組
合
長

を
勇
退
し
若
手
に
譲
り
ま
し
た
。
長
年
務

め
た
役
職
で
す
の
で
、
時
折
事
務
所
に
顔

を
出
す
程
度
で
す
。
特
技
、
趣
味
を
持
た

な
い
の
で
自
宅
前
の
畑
10
　

ａ
に
四
季
の
家

庭
野
菜
を
栽
培
し
今
後
の
余
生
を
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。

③
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
性
81
才
、
女

性
が
87
才
と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
健
康

で
平
均
寿
命
を
迎
え
る
こ
と
は
日
頃
の
生

活
習
慣
が
大
き
く
左
右
す
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
行
動
目
標
に
つ
い
て
色
々
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
行
で
き
そ
う
な
目

標
を
持
つ
こ
と
は
必
要
と
思
い
ま
す
。
あ

る
例
を
あ
げ
ま
す
と
「
一
便
、
十
話
、
百

書
、
千
読
、
万
歩
」
の
健
康
法
。
こ
れ
は

一
日
に
一
回
便
を
す
る
、
十
人
と
話
す
、

百
字
書
く
、
千
字
を
読
む
、
万
歩
歩
く
、

こ
と
ら
し
い
。
こ
れ
ら
を
少
し
で
も
実
行

し
、
い
つ
ま
で
も
ボ
ケ
ず
杖
を
持
た
ず
Ｏ

Ｂ
会
へ
出
席
し
、
会
員
長
寿
番
付
に
登
場

で
き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
ね
ー
。

④
無
し
。

① 

退
職
後
、
病
気
ひ
と
つ
せ
ず
今
日
ま

で
元
気
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
70
歳

を
過
ぎ
る
と
１
年
毎
に
体
力
の
落
ち
る
の

が
身
に
し
み
て
お
り
、
今
後
は
体
力
に
合

わ
せ
た
運
動
ま
た
食
生
活 (

野
菜
主
体
、

腹
八
分
目)

に
心
掛
げ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

②
平
成
２1
年
７
月
の
防
府
豪
雨
災
害
後
、

農
業 (

稲
作)

を
や
め
た
為
、
農
地
の
草

刈
り
と
月
10
日
程
度
の
バ
イ
ト(

測
量)

及

び
、
き
の
こ(

シ
イ
タ
ケ
・
な
め
こ
・
ヒ

ラ
タ
ケ)

の
原
木
栽
培
そ
し
て
、
メ
ダ
カ

の
飼
育
等
で
日
々
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。

③
私
は
今
の
と
こ
ろ
病
気
も
せ
ず
健
康
に

過
ご
し
て
お
り
ま
す
が
、
Ｏ
Ｂ
の
皆
様
に

於
か
れ
ま
し
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
お
体
に

は
気
を
つ
け
て
健
康
に
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
ま
す
よ
う
に
。

④ 

別
に
あ
り
ま
せ
ん
。

①
平
成
２４
年

に
腰
痛
の
手

術
を
し
以
前

よ
り
少
し
は

よ
く
な
り
ま

し
た
が  

最

近
で
は
年
と

と
も
に
左
足

が
不
自
由
に

な
り
、
大
変
苦
労
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

も
健
康
な
頃
に
少
し
で
も
戻
れ
た
ら
と
思

い
、
外
に
出
掛
け
る
こ
と
に
心
掛
け
、
週

２
回
、
近
く
の
公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

又
リ
ハ
ビ
リ
病
院
で
機
能
回
復
訓
練
も
受

け
て
お
り
、
私
の
目
標
は
、
仲
間
と
好
き

な
旅
行
や
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
に

参
加
し
プ
レ
ー
出
来
る
よ
う
に
な
る
こ
と

で
す
。

②
退
職
後
す
ぐ
に
老
人
ク
ラ
ブ
に
入
会
し

も
う
す
ぐ
15
年
に
な
り
ま
す
。
何
の
趣
味

も
な
い
私
で
し
た
が
、
今
は
仲
間
と
パ
ソ

コ
ン
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
カ
ラ
オ
ケ

等
で
毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。
ス
ポ
ー

ツ
は
見
学
で
す
が
、
そ
の
他
の
地
区
行
事

に
も
進
ん
で
参
加
、
又
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス

ク
ー
ル
の
活
動
で
は
、
登
校
時
の
交
通
立

哨
で
子
供
た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

①
血
圧
、
血
糖
、
前
立
腺
肥
大
と
高
齢
者

の
持
っ
て
い
る
病
気
と
は
10
年
来
付
き

合
っ
て
い
ま
す
。
朝
夕
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

３
㎞
実
行
を
心
掛
け
て
い
ま
す
が
・
・
年

を
重
ね
る
と
共
に
、
朝
の
「
欠
」
が
目
立

ち
ま
す
。
楽

し
み
の
晩
酌

は
清
酒
を
や

め
、
焼
酎
の

お
湯
割
り
６

対
４
（
焼
酎

４
）
を
コ
ッ

プ
一
杯
に
決

め
て
お
り
、

毎
晩
の
食
前

酒
と
し
て
定

着
し
て
い
ま

す
。

�

三
田　
　

守

 

防
府
市
上
右
田　

昭
和
２1
年
生　

元
冷
延
課

元
気
に
バ
イ
ト
と
、
き
の
こ
栽
培

きのこ小屋の前で

�

合
田
洋
次
郎

 

周
南
市
桜
木　

昭
和
18
年
生　

元
冷
延
課

リ
ハ
ビ
リ
も
兼
ね
て

　
　
　

積
極
的
に
外
出
を
楽
し
む

③
地
区
情

報
連
絡
委

員
の
範
囲

で
の
Ｏ
Ｂ

会
員
の
皆

様
と
交
流

が
出
来
た

ら
い
い
な

と
思
い
ま

す
。

④
無
し
。 

�

藤
田　

文
雄

 

防
府
市
大
字
台
道　

昭
和
1４
年
生　

元
焼
鈍
酸
洗
課

鍛
え
る
を
テ
ー
マ
に

　
　
　
　

楽
し
ん
じ
ょ
り
ま
す
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「私の暇つぶし学雑感」 古賀　宏　 　広島市佐伯区  昭和13年生  元設備部

 　放送大学とインターネットによる私の暇つぶしについて、自然科学の範囲で少し書いて

みたい。勿論、趣味の域を出るものではない。生物進化については系統樹の話になる。系

統樹ではヒトはうんと天辺に位置するが、問題は根っこの方である。生命体の素材（アミ

ノ酸など）は試験管的に出来ているので、そこから“いのち”を如何にして作るかである。

地球が出来て後に“いのち”が出来たと考えられるので、無機物（石ころ）で“いのち”

を作らなければ科学的追跡ではない。道はまだ遠いようである。地球史に目を向けると、

恐竜が地上の主役であった時代がある。今日、恐竜絶滅は巨大隕石の落下による説の証拠

固めが進んでいるようだ。今のヒトも主役交代に遭遇するかもしれない。

　さて世界を宇宙という入れ物（といっても境目は無いので困るが）と、その中身に分けて考えると、古典的天

文学は、中身の学問で、現今の宇宙論は入れ物の学問かもしれない。巷では宇宙論の解説を重力方程式の解であ

るフリードマンの式から始める著者も多いようだ。それによると左辺を“１(=100%)”に、右辺が３つの項の和

となるように変形し、これらに観測データを入れると各５％、27％、68％となる。第1項は物質であり、第2項

は正体不明で目下のところダークマターと呼ばれている。第３項も同じくダークエネルギーと呼ばれている。か

くして宇宙で説明できるのは第１項の５％だけだとの話になる。正体が分らないのに存在比が分るという奇妙な

話であるが、観測上そのような何者かを想定せざるを得ない現象があるからだろう。自分にはどのみちうわべし

か分らないが、研究の成果について自分なりのワクワク感を感じたいと思う。だから病気に負けず、歳に負けず、

寿命に負けず？？長生きしたいと思う。

「ミニＳＬを作る」 岩根　充　 周南市城ヶ丘　昭和９年生　元設備部

　63才を過ぎ、ミニＳＬ作りの準備を始めた。イギリスが盛んで雑誌を購読し、工作

機械や工具を個人輸入した。 67才の時、イギリスのマニア達と触れ合いたくて３ヶ月ホー

ムステイした。ところが地域活動が多忙になり、77才時に我が家を新築、等々でＳＬ

作りは休眠状態となった。80才が過ぎて暇になり、いざＳＬ作り再開！へ。一から手

作りでは完成まで２、３年は必要、我

が体力寿命は？　エイッ、日本の高価

な部品加工済の組立キット購入に決めた。

　キットは実物を縮小した線路幅127mmのC21型機関車（Cは

動輪３個）。完成すると全長1620mm重量 約100kgにもなり、

部品数845個、

ネジ類約1570

個。組立は可

動部が大半で、精度0.1mmの部分も多く、ユニット毎に滑らか

な動きを確かめながらコツコツと約1年で完成。70ｍの線路は

枕木700本を手作りし組み立てた。 完成したＣ21型は石炭を

焚き子供10人を乗せて走る。蒸気を作るボイラーは耐圧10kg

の圧力容器。オモチャ扱いは危険。設計し手作りしている時が

至福。さて、２台目は？
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「癒しの場作りと、EMで安全安心の美味しい野菜づくり」
薮田清己　 下松市生野屋　昭和16年生　元品質管理課

　万年青、春蘭、寒蘭、長生蘭の同好者で、『古典園芸』という会を

作り、展示会等を開催し楽しんでいました。古典園芸品種にこだわら

ず、もっと範囲を広げて山野草を取り入れた活動も必要ではないかと

いう意見が出ましたが、山野草は最初から斑（ふ）入りと決めて取り

組みました。春蘭と山野草では植え方や水やり等の管理に、大きな違

いがあり面倒です。山野草の楽しみは、冬を越し、待っていた春にな

ると鉢植えの草花が芽を出し、成長を始めると色々な変化を見せてく

れます。今年は良い芽が出るだろうか？成長するにつれ葉に入る斑（ふ）

はどうだろうかと、毎日、山野草が置いてある棚を見て回ります。自分では良く手入れし面倒を

見たつもりでも、期待しているような物は、中々出て来ません。しかし予想を超えた物を見せて

くれたときはやったぞ、とうれしくなります。毎年こうした事を繰り返しながら同好会の仲間と

楽しんでおりましたが、会員の減少により同好会は解散となりました。会の解散により、一人で

楽しんでいるのでは物足りなく感じて、その時思いついたのが、家内が紫山流茶華道の華道で自

然にある花材を使い生けており、山野草と生け花のコラボレーションはマッチするのではないか、

これで展示会を開催してみようと早速、先生方との交渉に入りました。何度か交渉の後に賛同を

得る事ができ、開催の見通しがつきました。第１回目は開催準備で会場作り、展示品の席作り等で、

大変でしたが何とか形も出来ました。展示会は来場者の評価も概ね良くて、以後今年で７回続いています。第１

回目の開催から応援して下さる元同僚・友人・知人の方々には本当に感謝しております。今後は規模は小さくと

も内容を向上し、更に癒しの場を充実したいと思っています。

　一方、ＥＭ農法を知り、趣味の野菜作りに取り入れてか

ら20年位になります。ＥＭの資材を活用して肥料を作り

畠に入れる方法を長年やっていて、野菜の味は確かに向上

してきましたが、出来は安定しておりませんでした。こん

な物かと思っていたところ、３～４年前からＥＭに関する

講習会等に参加し、ＥＭ農法が飛躍的に進歩すると共に、

広がりを持って来ている事が分かりました。今迄の取り組

みを反省して、趣味と言えども、本気で取り組む必要があ

ると感じました。科学肥料や農薬を使い、出来が悪くなれ

ばさらに化学肥料を足していくと土地は痩せてしまいます。

農薬は、煙草と同じで身体に直ぐに影響が出なくとも、長

い年月の体内蓄積がやがて影響を及ぼしてくると思われます。ＥＭ農法ではこのような心配は全く無くなります。

本格的に農業をやっておられる方、趣味での野菜作りの方、是非ＥＭを取り入れて、価値を感じて下さい。今後、

ＥＭ活用をさらに拡大し安全、安心で美味しい野菜作りに取り組んで行きたいと思います。

◯ＥＭ農法とは　比嘉照夫農学博士により開発されたもので、Efective（有用な）Microorganisms（微生物群）

の頭文字のを取ったもの。酵母、乳酸菌、光合成細菌、放線菌、糸状菌、等の有機微生物を利用した農法。

◯私が活用しているＥＭ資材と効果  ・ＥＭ活性液(ＥＭ１号。海水か真水、糖蜜により更に培養したもの。野菜の

活性化と病害虫予防)・ＥＭボカシ（ＥＭ１号。米ぬか、油糟を水で発酵した肥料。土地改良と地力回復）・ＥＭセ

ラミックス（有機物粘土をＥＭで発酵、熟成させ焼成したセラミックス微粉末。活性液やＥＭボカシの品質向上）・

ペットボトルバリアー（活性液をペットボトルに入れて、カラス・イノシシ・もぐらを防止）・海水ＥＭダンゴ（土

壌浄化、放射能汚染低減、土壌電子の整流、肥料、モグラ防止、汚染水の浄化）
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「NPO法人山口バイオマス利用研究会での活動」
水井賢二　 周南市四熊　昭和21年生　元名古屋支社

　本会の会員は現在14名で、多種多様な職歴と豊富なバイオマスの知識を有する人

材で構成されて居ります。生い立ちは、発足当時、山口県が全国で第３位の竹林面積

を有し（現在は第４位）、その拡大を防止すべく「周南の竹を利用する会」を平成22

年に任意団体として立ち上げた事に帰します。その後活動を一層充実させ、産業とし

て育成すべく、「NPO法人山口バイオマス利用研究会」を平成25年４月に設立し、初

代理事長が国の援助と理事長の個人出資で、第1号の“竹粉砕機”を購入しました。

平成26年６月より私が２代目の理事長に就任し、特に竹藪を竹林に改良する事に注

力しました。その年の11月に我が家の裏の周南市道脇で約60本の孟宗竹を２時間余

りで粉砕し、約１トンの竹粉をビニール袋に密閉しました。数か月後には乳酸菌発酵した有機肥料として、ヤー

コンと稲に施肥し大きな効果が得られました。ヤーコン等の根菜類や果物に乳酸菌発酵した竹紛を入れるとその

糖度が上がることが実証されています。又整備された竹林からは高品質の“白子タケノコ”が得られ、特産品化

を図れることがわかりました。平成29年度の周南市の共創プロジェクト（以下共創P）の第２期に応募して合格し、

９月末に第２号機を全額補助金で購入しました。

　そして11月17日の午後２時から、共創Pの関係者17

名が参加して会員の竹山で竹粉砕デモを行いました。２

号機は１号機より少し小型ですが、直径110Φ以下の孟

宗竹なら有り姿で粉砕して４～５ミリの粉に成ります。

得られた竹紛は共創Pと連携して“周南なずなの会”が

肥料として野菜の有機栽培に使い、その効果を確認して

います。又家畜の飼料としての用途開発も期待されてい

ます。デモの様子は地元ケーブルテレビでも年末に放映

され注目を浴びました。今後は関係者以外にも竹粉砕機

を有償で貸し出し、周南から山口県全体に竹藪の拡大を

防止する運動が広まる様に活動したいと考えております。

　

２
０
１
７
年
５
月
２7
日
（
土
）、

８
回
目
の
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ｂ
会
を

開
催
し
、
２２
名
の
参
加
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。こ
の
会
は
、

藤
田
会
長
、
広
実
事
務

局
長
の
体
制
で
８
年
前

に
発
足
し
、
毎
年
開
催

し
て
お
り
ま
す
。
メ
ン

バ
ー
は
情
報
シ
ス
テ
ム

課
が
発
足
し
、
ま
さ
に

初
め
て
の
周
南
製
鋼
所

へ
の
シ
ス
テ
ム
構
築

（
１
９
７
０
年
代
）
に

従
事
し
た
方
々
が
多

く
、
話
題
は
、
昔
の
こ

と
や
仕
事
の
思
い
出
話

に
終
始
し
ま
す
。
私
は
、

今
年
か
ら
、
事
務
局
長

を
拝
命
し
、今
後
と
も
、

Ｏ
Ｂ
会
の
活
性
化
を
推

進
し
て
い
こ
う
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
現
在
、

会
員
は
6２
名
、
物
故
者

も
10
名
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
来
年
も
元
気
な
姿

で
再
会
す
る
こ
と
を
誓

い
あ
い
ま
し
た
。
来
年

は
、
現
役
職
員
有
志
、

他
部
署
で
御
活
躍
の

方
々
に
も
声
か
け
し
、

最
新
の
情
報
交
換
と
、

慰
労
と
激
励
も
実
施
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

�

頼
近　

敏
博

 

周
南
市
長
穂　

昭
和
31
年
生

「
情
報
シ
ス
テ
ム
Ｏ
Ｂ
会
」

こんなグループさん紹介
S e r i e s
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四
季
万
歳

投
句
広
場

句
を
楽
し
ん
で
お
ら
れ
る
皆
さ
ん
の
広
場
で
す

気
軽
に　

ふ
る
っ
て
投
句
く
だ
さ
い

尉
ジ
ョ
ウ
ビ
タ
キ
鶲　

窓
枠
た
た
き
て　

風
と
逃
げ

ゆ
ず
湯
の
香　

心
に
し
み
て　

い
る
今
宵 

　
　
　
　
　

 (

岩
政 

邦
彦　

周
南
市
四
熊　

昭
和
十
一
年
生　

元
冷
延
課
）

Ｓ
Ｌ
の　

吐
き
出
す
煙　

萩
の
花

終
バ
ス
の　

テ
ー
ル
ラ
ン
プ
や　

虫
の
闇

　
　
　
　
　

 (

兼
重 

和
剛　

周
南
市
四
熊　

昭
和
七
年
生　

元
精
整
課
）

わ
だ
か
ま
り　

肚
に
お
さ
め
て　

心
太

背
の
孫
に　

せ
が
ま
れ
金
魚　

連
れ
帰
る

　
　
　
　
　

 (

末
常　

衛　

山
口
市
徳
地
町　

昭
和
十
五
年
生　

元
冷
延
課
）

歳
聞
か
れ　

そ
ん
な
も
の
が　

あ
っ
た
ん
か
い　

な
ぜ
生
き
る　

お
迎
え
ま
で
の　

一
里
塚　

　
　
　
　
　

 (

中
田 

攝
雄　

周
南
市
新
田　

昭
和
十
年
生　

元
本
社
）

古
希
だ
け
ど　

Ｏ
Ｂ
会
で　

ひ
よ
こ
で
す

物
忘
れ　

海
馬
が
消
え
て　

い
く
不
安

　
　
　
　
　

 (

岩
瀬　

元　

周
南
市
栗
屋　

昭
和
二
十
二
年
生　

元
保
全
課
）

 

溝
さ
ら
え　

ご
ほ
う
び
に
散
る　

花
ふ
ぶ
き

　
　
　
　
　

 (

熊
﨑 

範
男　

防
府
市
新
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昭
和
二
十
年
生　

元
本
社
）

俳
句

川
柳

フ
ォ
ト
フ
リ
ー
句

　

闘
病
記
を
依
頼
さ
れ
皆
さ
ん
の
参
考
に

な
れ
ば
と
思
い
書
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

私
は
病
気
と
は
無
縁
で
健
康
そ
の
も
の
で

し
た
が
、
55
歳
に
な
り
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン

ト
が
分
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
目
と

腸
で
す
。
そ
の
歳
で

白
内
障
の
手
術
を
し

ま
し
た
。
こ
の
年
齢

で
の
白
内
障
は
少
し

早
い
よ
う
で
す
。
そ

の
３
年
後
、
左
目
が

網
膜
剥
離
に
な
り
２0

日
間
の
入
院
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
目
の
中
に
水
溜

ま
り
の
よ
う
な
も
の
が
映
り
大
き
く
な
る

の
で
慌
て
て
眼
科
に
駆
け
込
み
ま
し
た
。

早
い
発
見
で
あ
れ
ば
視
力
は
回
復
し
ま
す

が
、
私
の
場
合
、
少
し
遅
か
っ
た
の
で
視

力
が
1.0
→
0.４
に
落
ち
元
に
は
戻
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
一 

万
人
に
一
人
が
な
る
病
気
で

す
。
異
常
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
に
受
診
す
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
そ
し
て
現
在
は

両
目
と
も
緑
内
障
で
す
。
放
っ
て
お
く
と

視
野
が
狭
く
な
り
失
明
に
至
り
ま
す
。
眼

圧
を
下
げ
て
進
行
を
遅
ら
せ
る
薬
を
毎
日

点
眼
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
日
常
生

活
に
支
障
は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
う
一
つ
は

２
０
１
２
年
の
大
腸
癌
の
手
術
で
す
。
程

度
は
ス
テ
ー
ジ
３
Ａ
で
し
た
が
幸
い
に
も

転
移
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
手
術
と
半

年
間
に
渡
る
約
１
３
０
０
錠
の
抗
癌
剤
治

療
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の
間
食
欲
は
減
退

し
何
事
に
も
意
欲
が
薄
れ
て
く
る
の
が
分

り
ま
し
た
。
薬
服
用
に
よ
る
肝
臓
負
担
を

考
え
、
そ
の
間
自
ら
禁
酒
し
ま
し
た
。
今

は
年
に
一
度
内
視
鏡
検
査
を
受
け
て
い
ま

す
。
普
通
の
人
は

２
年
に
一
度
は
定

期
検
診
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。
本

や
ネ
ッ
ト
で
調
べ

た
と
こ
ろ
、
エ
キ

ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

が
良
い
こ
と
が
分
り
、
毎
日
野
菜
ジ
ュ
ー

ス
に
入
れ
て
飲
ん
で
い
ま
す
。
腸
の
働
き

が
活
発
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
お
な
ら
が

一
日
10
発
く
ら
い
出
ま
す
。
ま
た
、
コ
ー

ヒ
ー
も
大
腸
癌
・
肝
臓
癌
に
予
防
効
果
が

あ
る
と
の
こ
と
で
オ
リ
ゴ
糖
を
入
れ
て
飲

ん
で
い
ま
す
。
現
在
、
体
調
は
良
く
下
手

な
ゴ
ル
フ
や
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
・
魚
釣
り

を
心
行
く
ま
で
楽
し
ん
で
お
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
趣
味
の
世
界
で
ご
縁
が
あ
れ
ば

皆
様
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
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会員のみなさんが  密かにたのしんで

おられるお宝を紹介するコーナーです

はたして  あなたの鑑定や  いかに

第１回目はこの方です

会員のみなさんの  癒やしとなっている

マイペットを　紹介するコーナーです

第１回目はこの方の　このペットです

　私の家の新築祝いにと、従姉からもらった油絵です。
絵のタイトルは「笛を吹く少年（トルコイスタンブール
にて）」（左）・「ぼたん（生家の庭で）」（右）。従姉の名前
は丸山恒子。徳山高校を卒業し、東京芸術大学卒業後、
埼玉県の中学校教師となり、その後油絵を描き始める。30代で二科展に入
選、40代で東京銀座などで個展を行う。（美術年鑑には登録はしていない）
関東で活躍した郷土の画家です。さて皆さんの鑑定をお願いします。

松並秀夫
周南市大字呼坂　昭和22年生　元製鋼課油絵

　私と金魚との出合いから紹介します。はじめは、「金魚はこんなに綺麗とは?」、とも
思わず…、尾のヒラヒラとランチュウの頭がタンチョウヅルの頭のように赤いのがなん
とも不思議に見えたことからでした。また、並んで泳ぐ金魚５匹を、１枚の写真に収め
るのは大変難しいこともわかり、はまってしまいました。今は赤、黒、タンチョウ二匹、
赤黒白のまだらの５匹を飼っています。餌は朝夕方の２回“金魚膳”と言う大層なもの
をあげています。水槽と金魚を綺麗に見続けるためには、水槽の管理が大切で、90セン
チの水槽の水換えは２時間かかる事もあります。

　留守をして、水槽が緑色になってい
たのには驚きました。なので水垢抑制
剤を入れたり温度管理も必要で、20℃
に保つようにしています。冬場はヒー
ター、夏場は扇風機、時には濾過槽に
氷を入れて調整します。濾過槽の手入
れは、週末に1時間位掛けており、照
明器具はLEDを使っています。このよ
うに大変世話はかかりますが、とても
良い癒しを与えてもらっている私のペッ
トです。皆さんも、是非、お試しあれ…

重國俊治
周南市上村　昭和19年生
元焼鈍酸洗課

金魚

18



　過日、孫に会いに千葉県八千代市へ行き、袖ケ浦市の東京ドイツ村のイルミネーションを撮影したものです。
また、レンタカーで日光東照宮を目指しましたが大渋滞に遭遇しました。岐山倶楽部で碁を打っているのが
一番幸せと思いました。

橋本美保子
下松市東豊井
（橋本修一氏

元焼鈍酸洗課　奥様）

油　絵

棚田の秋（2016市美展賞）

　愛しの奥様の絵の展示
会で見ず知らずの来客者
が、「これ以上のロケー
ションが自宅前にありま
すよ。写真を持ってきま
す…」。写真提供者は奇
遇にも日新OBの水井賢
二さんでした。周南市美
展では、初出品から３年
連続で入賞しました。感
謝感謝です。

友田�　勝
熊毛郡平生町
（昭和19年生

元購買課）

写　真
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今
回
Ｂ
グ
ル
ー
プ
優
勝
の
落
合
市
郎
さ
ん

は
、
次
回
か
ら
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
昇
格
、
Ａ
グ

ル
ー
プ
最
下
位
の
宇
佐
川
敏
明
さ
ん
が
Ｂ
グ

ル
ー
プ
に
降
格
と
な
り
ま
す
。
ま
た
今
回
の

リ
ー
グ
戦
は
10
名
と
少
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

三
原
和
良
さ
ん
が
新
し
く
メ
ン
バ
ー
に
加
わ

り
ま
し
た
。
藤
井
効
果
や
若
手
棋
士
映
画
な

ど
で
将
棋
を
始
め
る
子
供
が
増
え
て
い
ま
す
。

お
孫
さ
ん
相
手
の
力
を
、
グ
ル
ー
プ
で
鍛
え

る
の
も
良
い
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
。
今

年
は
更
に
、
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る
よ
う
期
待

し
て
い
ま
す
。

 

担
当
幹
事　

磯
崎
卓
司　

久
保
富
彦

囲

碁

後
期
リ
ー
グ
戦
１
位
は
内
木
正
睦
さ
ん

第
173
回	

7
月
19
日 

懇
親
例
会
の
当
日
戦
結
果

	

（
於
、
岐
山
倶
楽
部
）
1４
名
参
加

　

１
位　

重
永
義
昭
（
写
真
中
）

　

２
位　

落
合
市
郎
（
写
真
左
）

　

３
位　

小
林
哲
士
（
写
真
右
）

懇
親
会
は
、
囲
碁
よ
り
も
健
康
管
理
の
話
題
が

多
く
、
皆
さ
ん
年
齢
を
気
に
し
て
い
ま
し
た
。

今
回
出
席
者
の
平
均
年
齢
は
7４
歳
で
、
そ
の
う

ち
７
名
が
後
期
高
齢
者
で
し
た
。

　

第
17４
回  

8
月
16
日	

９
名
参
加

　

第
175
回  

9
月
２0
日	

11
名
参
加

　

第
176
回  

10
月
18
日	

11
名
参
加

　

第
177
回  

11
月
15
日	

11
名
参
加

　

第
178
回  

1２
月
２0
日	

９
名
参
加

将

棋

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
メ
ン
バ
ー
が
増
え
る

　
　
　
　

よ
う
に
期
待
し
て
い
ま
す

◯
例
会　

９
月
２7
日　

８
名
参
加

◯
第
２
回
ク
ラ
ス
別
リ
ー
グ
戦

　
　
　

11
月
２２
日　

10
名
参
加

Ａ
グ
ル
ー
プ

　

優
勝　
　

渡
邊
輝
明 

　

準
優
勝　

久
保
富
彦 

Ｂ
グ
ル
ー
プ

　

優
勝　

   

落
合
市
郎 

　

準
優
勝　

渡
辺
治
幾

ケ

オ

ラ

カ

担
当
幹
事　

原
田　

亮　

浅
田
幸
雄

12月忘年例会の様子

後
期
リ
ー
グ
個
人
戦
結
果

   

１
位	

内
木
正
睦
（
左
の
写
真
右
）

   

２
位	

小
林
哲
士

   

３
位	

重
永
義
昭

後
期
最
多
対
局
者　

30
局   

重
永
義
昭

	
担
当
幹
事 

落
合
市
郎　
　

今
年
も
ス
ト
レ
ス
解
消
し
ま
し
た

周
南
市
橋
本
町
「
ク
レ
ソ
ン
ハ
ウ
ス
」
に
て

◯
７
月
1２
日　

例
会　

参
加
者
16
名

３
月
以
来
の
開
催
で
あ
り
、
多
数
の
出
席
が
あ

り
ま
し
た
。 

◯
９
月
13
日　

例
会　

参
加
者
15
名

盛
夏
も
過
ぎ
２
ヵ
月
ぶ
り
の
例
会
で
、
大
声
で

歌
い
ま
し
た
。
水
井
さ
ん
栽
培
の
新
種
の
果
物
、

河
村
輝
夫
さ
ん
か
ら
、
ブ
ド
ウ
、
リ
ン
ゴ
の
差

し
入
れ
も
あ
り
ま
し
た
。

◯
1２
月
13
日　

忘
年
例
会　

参
加
者
19
名

極
寒
の
日
（
２
℃
）
で
し
た
が
、
忘
年
会
を
兼

ね
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
マ
マ
さ
ん

手
作
り
の
美
味
し
い
手
料
理
と
三
人
娘「
３
Ｍ
」

（
ミ
チ
コ
、
ミ
ド
リ
、
ム
ツ
ミ
）
が
待
っ
て
ま
ー

す
。

12月忘年例会参加メンバー
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芸

陶成
形
陶
芸
の
醍
醐
味
「
焼
成
」
を
学
ぶ

　

昨
年
５
月
か
ら
２
ヶ
月
に
１
回
程
度
、
自
分
達
で
灯
油
窯

を
焚
き
始
め
ま
し
た
。
温
度
測
定
以
外
は
全
て
手
動
で
、
燃

焼
カ
ー
ブ
に
沿
っ
て
燃
料
、
風
量
を
調
整
し
な
が
ら
昇
温
し
、

煙
の
発
生
具
合
を
見
な
が
ら
酸
化
や
還
元
（
酸
素
不
足
）
の

状
態
を
調
整
し
、
作
品
の
色
合
い
や
仕
上
が
り
を
作
っ
て
い

ま
す
。
溶
け
た
釉

薬
が
棚
板
に
く
っ

つ
い
た
り
、
焼
け

ム
ラ
が
出
た
り
、

割
れ
た
り
、
失
敗

は
尽
き
ま
せ
ん
。

 

担
当
幹
事　

岩
山
要
治　

河
嶋
龍
彦

フ

ル

ゴ日
新
Ｏ
Ｂ
会
ゴ
ル
フ
大
会
結
果第１77回大会　11月30日

中須ＧＣ　　 61名参加
優勝　落合市郎　87 Ｈ25　62（写真中）

２位　長嶺平治　84 Ｈ17　67（左）

３位　藤井一明　95 Ｈ26　69（右）

　　　初参加者　小田昭範　頼近敏博

第１76回大会　11月６日
（９月２8日開催が中止となったため再開催）

周防ＣＣ　　34名参加
優勝　河野龍秀　80 Ｈ13　67（写真中）

２位　柳本直彦　82 Ｈ13　69（左）

３位　松岡貞介　85 Ｈ15　70（右）

第１75回大会　７月25日
徳山国際ＣＣ　45名参加

優勝　牛見　隆　77 Ｈ15　62（写真中）

２位　阿部　豊　89 Ｈ24　65（左）

３位　山崎辰男　80 Ｈ15　65（右）

　　　初参加者　　　上田治生

　

開
催
日　

9
月
２9
日
（
金
）
参
加
者
11
名
。

　

今
回
は
参
加
者
が
少
な
く
寂
し
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
か
つ

て
は
２0
名
、
船
５
隻
を
動
員
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
こ
に
も

高
齢
化
が
見
ら
れ
ま
す
。
残
念
な
が
ら
大
物
を
釣
り
上
げ
た
人

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
釣
果
は
好
調
で
ア
ジ
も
良
型
の
も
の

が
沢
山
釣
れ
釣
り
人
の
方
々
は
満
足
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

 

（
釣
り
船
協
力　

立
野 

雄
二　

徳
原
雅
士　

山
本
達
夫
）

　

船
釣
り
に
興
味
の
あ
る
方
は
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
次
回
か
ら

釣
り
大
会
の
ご
案
内
を
さ
し
あ
げ
ま
す
。

 

担
当
幹
事　

國
本 

恒
保　

徳
原 

雅
士

釣

り

釣り人達

今年の全大会を無事終えました。参加して頂きありがとうございました。旧友とゴルフをして
楽しみませんか！古き良き友達と一緒にプレーしながら親睦を図って下さい。いつでも初参加
ＯＫです。 担当幹事　河野龍秀　高光修司

戸田地域文化祭にて作品展示
　　　　　（2017/11月）

期待と不安、思わぬ
サプライズがいつも
入り混じった窯出し
風景
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�

担
当
幹
事　

山
本
靖
彦

歌

短毎
月
第
２
火
曜
に
岐
山
倶
楽
部
に
て
短
歌
会
を
開
き
ま

し
た
。
各
自
持
ち
寄
り
の
作
品
よ
り
。

夕
凪
の　

水
際
歩
む　

親
子
連
れ　

昏
れ
て

ゆ
き
つ
つ　

輪
郭
に
な
る

�

岡
本　

義
明

雲
ひ
く
き　

周
防
の
灘
は　

夕
ぐ
れ
て

一
番
星
の　

な
が
く
光
れ
り

�

福
本　

和
夫

人
知
れ
ず　

山
の
畑
を　

耕
し
て

老
い
を
生
き
ゆ
く　

至
福
と
決
め
て

�

山
本　

靖
彦

山
仕
事　

共
に
励
み
て　

同
い
年

運
転
免
許
証
を　

返
納
し
た
り

�

吉
本　

健
一

ド

ト

ウ

ア

ア

紅
葉
の
山
口
市
内
史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
む

　

11
月
10
日
（
金
）
暑
く
も
寒
く
も
な
く
快
晴
の
空

の
も
と
、
山
口
史
跡
め
ぐ
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。
山

口
ふ
る
さ
と
伝
承
総
合
セ
ン
タ
ー
を
か
わ
き
り
に
、

大
内
氏
館
跡
で
は
プ
ラ
タ
ナ
ス
と
紅
葉
が
ほ
ぼ
見
頃
。

菜
香
亭
で
は
、
ア
ー
ト
展
を
開
催
中
で
時
間
が
足
り

ず
。
瑠
璃
光
寺
五
重
塔
で
は
紅
葉
が
き
れ
い
で
、次
々

と
観
光
客
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。
亀
山
公
園
で
昼
食

の
後
、
湯
田
温
泉
ま
で
の
片
道
３
㎞
を
歩
き
、
足
湯

に
つ
か
り
な
が
ら
お
茶
と
雑
談
で
疲
れ
を
癒
や
し
ま

し
た
。

　

男
性
1４
名
女
性
10
名
が
、
約
1２
㎞
を
よ
く
歩

か
れ
ま
し
た
。
来
春
は
秋
吉
台
さ
わ
や
か
ウ
ォ
ー

ク
。
わ
ら
び
を
採
り
な
が
ら
緑
の
カ
ル
ス
ト
台

地
を
歩
き
ま
す
。

担
当
幹
事　

柳
谷
英
治　

藤
井
暢
子

ザビエル記念聖堂にて

ふるさと伝承総合センターに隣接の
　　旧野村酒造建物のまなび館見学

大内氏ゆかりの
龍福寺へ

国宝瑠璃光寺五重塔にて

湯田温泉足湯にて

　

秋
の
大
祭
を
奉
祝
し
て
行
わ
れ

る
第
137
回
明
治
神
宮
献
詠
短
歌
大

会
に
て
、
吉
本
健
一
さ
ん
の
短
歌

が
世
界
中
か
ら
応
募
さ
れ
る
中
か

ら
２
０
０
選
の
内
の
一
人
に
佳
作

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。�

山
頂
に　

凄
じ
き
風
の　

音
の
し
て

大
杉
の
枯
葉　

横
に
吹
き
飛
ぶ

明
治
神
宮
献
詠
大
会
で
入
選
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ト
ピ
ッ
ク
ス

夏
は
枝
豆
で
、
冬
は
里
芋
・
か
ぶ
・

　
　
　
　

大
根
の
収
穫
で
懇
親
会

菜

園

H30年 OB会会議予定

 3/２6  第４２号会報編集企画会議

 ４/13  地区情報連絡員会議

 5/２1の週  第３回役員会

 7/２0  第４２号会報事務局編集会議

 8/ 6   〃 編集校正会議

 8/31   〃 発送

 9/２6  第４3号会報編集企画会議

10/ 3  地区情報連絡員会議

10/ 9の週  30年度第１回役員会

11/ 7  第35回OB会総会

1２/ 3日の週  第2回役員会

6 月12 11 10 9 8 7
菜園クラブの後半期の作物と作業

枝豆

かぼちゃ

・草取り ・草取り
・草取り・土寄せ 里芋・収穫

・収穫

・収穫

・収穫

・収穫・収穫

落花生

・大根、かぶ

・空豆

・間引き
　追肥
土寄せ

　

後
半
期
は
右
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
収
穫

を
楽
し
み
に
作
物
を
育
て
ま
し
た
。
７
月

と
1２
月
に
は
岐
山
倶
楽
部
で
季
節
の
収
穫

物
で
懇
親
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

12/16 かぶの収穫

11/25 空豆種蒔

11/25 里芋の収穫

12/16 大根の収穫12/16 収穫祭

10/26 落花生の収穫

7/14枝豆の収穫懇親会

7/11枝豆の収穫

担
当
幹
事

　

福
田
勤　

吉
光
啓
輔　

山
本
裕
彦

11/25 作業終了後

　周南市大道理の、私が奈切工場へ通っていたころ
に住んでいた親戚の古民家。当時は商店でしたが、
築150年の空き家となっていたこの家を、H28年から若
手６人の漫画家に、理想郷「まんが村」として活用して
もらっています。TV・マスコミでも報道されました。お

かげで草刈りなどの管理の手間
が省けて助
かっています。

古民家を再活用していただいています！

蔵角修治さん（元冷延課）
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ＯＢ会慶弔制度について

日
新
製
鋼
周
南
Ｏ
Ｂ
会
会
報　

第
41
号　

発
行　

２
０
１
８
年
３
月
１
日　
　
　
　
　
　
　

編
集
責
任
者　

事
務
局
長　

加
藤　

栄

発行所
〒746-8666　山口県周南市野村南町4976番地
日新製鋼周南ＯＢ会　TEL�0834-63-1128　印刷 新和企業㈱

表
紙
説
明

◆　

編
集
後
記　

◆

・
3４
回
Ｏ
Ｂ
会
総
会
も
参
加
者
の
笑
顔

で
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
挨
拶
、

総
会
は
短
く
、
懇
親
会
を
長
く
と
の
声

が
あ
り
ま
す
。
更
に
努
力
し
ま
す
。
今

回
の
総
会
で
役
員
が
改
選
さ
れ
ま
し
た
。

新
役
員
一
同
、
任
期
の
２
年
間
、
３
本

柱
の
活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
特
に

こ
の
「
オ
ー
ル
ド
ボ
ー
イ
」
は
会
員
に

と
っ
て
興
味
の
あ
る
情
報
が
発
信
出
来

る
よ
う
、
皆
さ
ん
の
知
恵
を
お
借
り
し

な
が
ら
企
画
を
考
え
て
い
き
た
い
。

 

（
渡
邉
勲
）

・
表
紙
の
絵
と
短
歌
は
周
南
製
鋼
所
に

ま
つ
わ
る
場
所
を
テ
ー
マ
に
描
き
、
短

歌
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ
ん
全
員
に
作
歌
を

お
願
い
し
て
い
た
。
今
回
か
ら
短
歌
を

一
人
の
方
に
連
作
形
式
で
詠
ん
で
い
た

だ
く
事
に
な
っ
た
。
シ
リ
ー
ズ
で
連
載

し
て
い
た
「
写
真
で
見
る
周
南
今
昔
」

は
前
号
で
終
了
し
、
新
し
く
地
区
情
報

連
絡
員
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
「
私
の
お

宝
紹
介
」
と
「
私
の
ペ
ッ
ト
紹
介
」
の

連
載
を
登
場
さ
せ
ま
し
た
。
引
き
続
き

乞
う
ご
期
待
を
。 

（
熊
﨑
範
男
）

・
何
年
か
前
か
ら
ペ
ー
ジ
の
余
白
な
ど

に
オ
レ
ン
ジ
色
の
ジ
ャ
ー
ジ
姿
の
じ
い

ち
ゃ
ん
を
挿
入
し
て
い
る
。
会
報
の
マ

ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
「
Ｏ

Ｂ
じ
い
ち
ゃ
ん
」
と
で
も
名
付
け
て
親

し
ん
で
も
ら
え
れ
ば
。 

（
熊
﨑
範
男
）

8
月
1
日　

国
広　

実

8
月
1
日　

久
賀　

博
子

9
月
6
日　

藤
井　

彰

9
月
25
日　

内
山　

清
（
再
加
入
）

10
月
２
日　

中
村　

定
幸

10
月
13
日　

長
沼　

孝
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
６
名
）

新
規
入
会
者

事
務
局
だ
よ
り

会報「にっしんオールドボーイ」のブログは
こちらからご覧になれます

http://blog.livedoor.jp/nsoblog/

検索日新製鋼周南OB会のブログ   

４
月
15
日　

末
次　

悦
雄
（
91
）

４
月
19
日　

末
岡　

時
男
（
92
）

７
月
6
日　

秋
山　

弘
明
（
71
）

７
月
７
日　

武
本　

敏
彦
（
63
）

８
月
９
日　

杉
岡　

歩　

（
86
）

８
月
17
日　

河
村　

俊
正
（
67
）

８
月
17
日　

江
波　

梅
樹
（
86
）

10
月
３
日　

吉
国　

守　

（
80
）

10
月
６
日　

時
重　

泰
彦
（
79
）

10
月
15
日　

田
熊　

博
昭
（
73
）

11
月
８
日　

竹
本　

功　

（
82
）

10
月
15
日　

篠
原　

耕
夫
（
78
）

11
月
17
日　

富
永　

憲
郎
（
70
）

　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
13
名)

心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す

会
員
物
故
者

　
　
　
（
９
２
４
名
）

平
成
29
年
12
月
末
会
員
数

新
地
区
情
報
連
絡
員
紹
介

久
米
野　

誠
一
（
防
府
地
区
）

　

河
杉
知
治
さ
ん
か
ら
引

き
継
ぎ
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
定
年
退
職

し
て
８
年
に
な
り
ま
す
。

精
整
課
（
２
Ｔ
Ｌ
Ｌ
） 

に
９ 

年
間
在
籍
の
前
は
、
市
川

製
造
所
に
約
30
年
間
お
世

話
に
な
り
ま
し
た
。
周
南
で
の
在
籍
が
短
い
の
で

分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
皆

様
の
期
待
に
添
え
る
よ
う 

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
防
府
市
江
泊　

昭
和
２４
年
生　

元
精
整
課
）

　

前
４0
号
会
報
で
「
あ

の
人
こ
の
人
今
頃
何
し

ち
ょ
っ
て
か
」
の
原
稿

を
お
願
い
し
た
、
会
員

の
久
行
さ
ん
は
昔
、
文

体
活
動
で
水
彩
画
を
一

緒
に
習
っ
て
い
た
。
久

行
さ
ん
と
は
何
十
年
ぶ

り
か
の
再
会
で
、
毎
日
、

船
で
通
っ
て
お
ら
れ
る

仙
島
に
案
内
し
て
も
ら

う
こ
と
が
出
来
た
。
初

め
て
海
上
か
ら
間
近
に

眺
め
る
周
南
製
鋼
所
は
、

静
か
な
る
底
力
を
感
じ

さ
せ
て
誇
ら
し
く
見
え

た
。
貴
重
な
機
会
に
２

枚
ス
ケ
ッ
チ
し
た
う
ち

の
一
枚
で
あ
る
。

 

（
熊
崎
範
男
）

周南ＯＢ会では、サクセスフル・エイジング「定年退職して首尾よく歳を取る」の実現に向け様々な活動
を展開しています。そんな中で、「ＯＢ会の慶弔制度がよく分からない」との声を耳にします。ＯＢ会慶
弔制度を分かりやすく整理しましたので、ご一読をお願いします。

　慶弔（会則第３条）
　　①�会員が米寿を迎えた時、お祝いとして記念品を贈ります。
　　・今年の第35回総会では、誕生日が昭和６年１月１日～12月31日の会員が対象となります。
　　・来年の第36回総会では、昭和７年１月１日～12月31日の会員が対象となります。
　　②�会員が亡くなられた時、香典として五千円を贈ります。
　　香典の送り先が不明であったり、施設などに入っておられて連絡が取れない例がよくあります。
　　地区情報連絡員などと連携して、亡くなられた会員に洩れなく香典を贈りたいと思います。

時代の大きな様変わりと共に、会員間の連携プレーは更に必要となって来るでしょう。会員相互の絆を強め、
周南ＯＢ会員長寿番付に載ることを目指しましょう！
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